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                             信州 知の連携フォーラム 

 

地域資源の価値共有による地域創生を目指して 
～過去・現在を未来へと架橋するために「信州 知の連携フォーラム」が目指す姿～ 

 

 私たちは、信州の自然・文化の中で、先人の経験、叡智を礎にして、幾多の危機を乗り越え、

社会の営為を積み重ねてきました。博物館・美術館、図書館、文書館などの文化施設、MLA

（Museum, Library, Archives）は、先人の営みが形となった地域資源1を、発見・収集し、保

存し、整理し、活用・発信し、未来へと架橋する責務があることを踏まえて、2016年、信州 

大学附属図書館、長野県立歴史館、長野県立美術館、県立長野図書館は「信州 知の連携フォー

ラム」を発足させました。   

以来、長野県における、知と学びに関わる各種文化施設が、「信州における価値ある地域資源

をデジタルで共有化し、新たな知識化・発信によって、地域住民の学びを豊かにし、地域創生

につなげていく」ことを目的として、7回にわたって議論と実践の場を設けてきました。 

 

この間、学校（School）における地域の学びや、大学等の研究機関（University）の取組と

の連携、公民館（Kominkan）や個人を含むさまざまな地域コミュニティ（Community）、地

元企業（Industry）等との連携など、活動の輪が広がりました。また、地域の伝統芸能等のア

ーカイブも課題となる中、劇場ホール（Theater）との連携も視野に入ってきました。従来か

らMLA連携を拡張したMALUI連携やMALUTI連携という取組も見られましたが、今後は

地域コミュニティや公民館、学校とのつながりも含めた「MALUTICKS連携」として協働す

ることを提唱します。 

 

さらに、2020 年以降、コロナ禍の経験を経て、実現手段についてはデジタルトランスフォ

ーメーション（DX）を始めとする、さまざまな変革が必要であることを再確認しました。 

2020年 4月、フォーラムで取り組んできた成果を踏まえて、県立長野図書館から「信州ナ

レッジスクエア」2をリリースしました。「信州」を切り口とした情報探索と資料の利用が可能

な、5 つのサービスをまとめたポータルサイトです。このうち「信州デジタルコモンズ」は、

長野県における最初のMLA連携事業「信州デジくら」を継承・発展させたデジタルアーカイブ

で、各機関が共同で活用できるシステム基盤です。 

「信州ナレッジスクエア」は、日本の分野横断型統合ポータルである「ジャパンサーチ」や、

全国の自然史系博物館の標本情報を集めた「サイエンスミュージアムネット」の窓口であり、

全国・全世界に向けた「信州の情報発信地」でもあります。今後ますます学校教育、日常的な

暮らしや学び、ビジネスなどさまざまな場で活用され、「デジタル社会」「知識循環型社会」を

実現する推進力となることが期待されています。探究的な学びによって、県民の生活がより豊

かになり、ウェルビーイングが実現するためにも、信州の魅力をより多くの人に知ってもらう

ためにも、信州にまつわる地域資源の収集・保存をより強化し、「信州ナレッジスクエア」を持

続的に発展させていくことが必要不可欠です。 

 

2023 年、『博物館・図書館等を基盤とした地域文化資源の保全と活用をうながす政策提言 

―文化資源の「地域包括シェア」による地域づくり』3が「次世代型文化施設フォーラム」から

発出されました。こうした全国的な動きとも呼応しながら、私たちは信州ならではの「地域資

源の価値共有による地域創生」を目指して、以下の 4点に取り組んでいきます。 



 

1. 信州の記憶・記録を未来に継承するため、信州大学附属図書館、長野県立歴史館、長野県

立美術館、県立長野図書館が「つなぎ役」となって、博物館・美術館、図書館、文書館は

もとより、大学等の研究機関、公民館、学校、劇場ホール、個人や地域コミュニティ、地

元企業等との対話・ネットワークを通じて、地域資源の収集・保存・活用を図ります。 

2. 当面の目標として、各施設のデジタル環境の整備、各施設が所蔵する地域資源のデジタル

化を推進するため、関係する方面への働きかけと人材育成に努めます。 

3. 「信州ナレッジスクエア」の活用を核にしながら、県民との協働による新たな知の創出、

知の循環をつくりだし、地域創生を目指します。 

4. 信州にかかわる人々、国内外の志を同じくする人々と協働しながら、地域資源の価値共有

による、持続可能な全国的仕組みづくりにつなげます。 

 
 

信州大学附属図書館長  東城 幸治 

長野県立歴史館特別館長 笹本 正治 

長野県立美術館長      松本  透 

県立長野図書館長    森 いづみ 

 

 

本フォーラム発足機関の「信州 知の連携フォーラム」に関連する計画を以下に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 地域資源の定義：『環境白書・循環型社会白書・生物多様性白書』より 

https://www.env.go.jp/policy/hakusyo/zu/h27/html/hj15010302.html 
2 「信州ナレッジスクエア」の活用は、教育・文化・芸術に関わる次の計画にも盛り込まれています。 

 「第 4次長野県教育振興基本計画」 

https://www.pref.nagano.lg.jp/kyoiku/kyoiku02/gyose/zenpan/keikaku/keikaku-4.html 

 「第 2次長野県文化芸術振興計画」 

https://www.pref.nagano.lg.jp/seibun/art_plan.html 
3 次世代型文化施設フォーラム https://sites.google.com/view/jisedaiforum/ 

                                                

「国立大学法人信州大学 第４期中期目標・中期計画」 令和 4（2022）年度～令和 9（2027）年度 

https://www.shinshu-u.ac.jp/guidance/policy/plan/mediumterm/ 

「持続可能な進化型社会連携の実現」を中期目標・中期計画 の柱の一つに掲げています。 

⚫ 社会連携～持続可能な進化型社会連携の実現～ 

 信州に点在するキャンパスの強みを活かし、地域の課題解決のために多様な主体が集う共創の場を

設けるとともに、イノベーションの創出を牽引する 

「長野県総合 5か年計画」 令和 5（2023）年度～令和 9（2027）年度

https://www.pref.nagano.lg.jp/kikaku/kensei/soshiki/shingikai/ichiran/sogokeikaku/plan3/keikak

u_kouhyou_20230324.html 

「学びの風土と自主自立の県民性」を当県の特徴と位置付け、博物館・美術館数や公民館数が全国一多く、

人口当たりの図書館数も全国有数であるなど、すべての世代が学べる環境が整い、生涯学習が地域に根付い

ていることを強みとしています。また、「デジタル化、オープン化を進め、県民が地域の歴史や文化芸術にア

クセスしやすい環境を充実する」ことを明記しています。 

⚫ デジタル実装による地方の課題解決 

 電子図書館サービスの充実や図書館や博物館資料等のデジタル化・オープン化の推進等により、

全ての県民にとって学びにアクセスしやすい環境を充実 

⚫ 歴史や文化芸術に興味関心をもつタッチポイントの充実 

 県立図書館が運用する地域情報資源のポータルサイト「信州ナレッジスクエア」を活用し、県立

図書館、県立歴史館、美術館等の資料・収蔵品のデジタル化、オープン化を進めることにより、

県民が地域の歴史や文化芸術にアクセスしやすい環境を充実 


